
「自主自律の学び 」を研究・支援する
学修・教育開発センター

　FD（Faculty Development）のもっとも広く知られた定
義として、「 教員が授業内容・方法を改善し向上させるた
めの組織的な取組の総称 」（中央教育審議会「 我が国の
高等教育の将来像 」答申）があります。定義中には明示
されていませんが、「 授業内容・方法を改善し向上させ」な
ければならないのは、学生の学修を改善し向上させるため
にそれが必要だからでしょう。本学学生の学修をいっそう充
実・向上させるべく、将来に向けて教育改善の方向性を
見極めようとするとき、学生の学修状況、学修成果、授
業経験と学生の成長の関係などを客観的なデータに基づ
き把握しておくことが求められます。学内では種々のデー
タ収集が行われていますが、それらはかならずしも包括的・
体系的ではなく、またデータの分析結果が十分に活かされ
ているとはいえません。昨今、大学の意思決定を支えるデー
タ・情報の収集、分析、報告といった一連の組織活動＝
IR（Institutional Research）が注目され、取り組む大学
が増えています。学生や授業に関するデータの収集、分

析、報告を通じて、本学の学科・科、共通教育推進室、
教員養成教育推進室等の教育改善を支援することが、学
修・教育開発センターの重要な業務となります。
　このほかに学修・教育開発センターは、これまでFD委
員会が行ってきた授業アンケートや授業公開の見直しも
進めます。授業アンケートについては質問項目だけでなく
実施方式やフィードバック法などを、授業公開については
実施の方式や時期を再検討し、教育力向上につなげや
すいかたちに改善していきます。また、本学には個々の
教員あるいは学科・科による優れた教育実践の例がすで
にいくつも存在します。学内のこのような教育GP（Good 
Practice）に光を当てて、広く共有することにも努めます。
　学修・教育開発センターの使命は、教員が教育改善
に向かうための環境・条件を整え、自主自律の道を歩み
始める学生を支援することです。発足したばかりで微力な
センターですが、使命の遂行に粘り強く取り組みます。ご
理解とご協力をよろしくお願いいたします。

副所長　児童学科 平山 祐一郎
東京家政大学の教育の改善と質の向上に情熱を注ぐ
井上所長を、少しでもお手伝いできればと思います。
現在は、CREDレターを仲谷さんと担当しています。ど
うぞご協力ください。

参事　造形表現学科 寺田 和幸
教員一人一人の能力、学生のモチベーション、教育
環境の三者が一体となり、大学が活き活きとした学び
と研究の場になるよう、微力ながらお手伝いしたいと思
います。

参事　環境教育学科 新関 隆
FDが話題となった要因は、学生・社会の変化と共に、
教育方法・ツールの進展があると思います。人・社会
の変化と教育方法・ツールの進展についてCREDで学
びたいと思っています。

参事　栄養学科 大西 淳之
本センターが大学の資源である教職員の活動を下支え
する組織でありたいと願っております。個人的には学内
に分散する研究環境の整備、異学科と協力した国際
交流事業の展開を考えています。

専門委員　児童学科 佐藤 隆弘
私もそうですが、授業の方法に悩む先生方は多いと思
います。このような先生方とも意見を交換し、本学の
教育をさらに向上させるためのお手伝いができればと考
えています。

専門委員　英語コミュニケーション学科 並木 有希
女性教育の長い伝統を持つ本学の長所を活かし、現
代の学生のニーズに合う教育ができるよう、微力ながら
精一杯努めさせていいただきますので、ご指導よろしく
お願いします。

主任　仲谷 ちはる
大学FD・大学IRについて学び、学生の学修成果の
把握とデータに基づく授業改善が出来るよう、微力なが
ら体制整備に努めたいと思います。ご指導よろしくお願
いします。
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◆ 学修・教育開発センターの新規業務

学修・教育開発センター（ 平成 26 年度 ） ＦＤ委員会（ 平成 25 年度 ）
授業改善に活用しうる授業アンケート法の研究

（ 平成 26 年度は授業アンケートを休止 ） 授業アンケート（ 前後期 ）

授業公開あるいはそれに代わる企画 授業公開（ 前後期 ）

講演会・研修会の開催を計画（ 詳細は未定 ） e-kasei講習会（ 6月）
ティーチング・ポートフォリオ講習会（ 9月）

CRED通信（ 10月・3月）（ 仮称 ）
CREDレター（ 随時 ） FDニュースレター

FD活動報告（ 内容を全面的に見直し） FD活動報告（ 教員からのコメント）
学外研修派遣（ 全教職員から希望者募集 ） 学外研修派遣（ FD委員）
ホームページ（ 学修・教育開発センター） ホームページ（ FDへの取り組み）
各種カフェの企画・実施（ 7月・12月を予定 ） FDカフェ（ 12月）

学修状況調査の開発と実施（ 10月実施で計画中 ）
学修状況調査データおよび教学データの分析と報告
スタートアップ エクササイズの改訂
学内教育GPの発見と共有
授業改善に関する研究・コンサルティング
FD・IR資料の収集と貸出
e-kaseiの活用法を研究・紹介
その他

教育・学生支援センター

　　　教員養成教育推進室
　　　共通教育推進室
進路支援センター
狭山学務部

総務部

財務部
ＣＰＳ管理センター

大学図書館

狭山図書館
博物館
保健センター
狭山保健室

生活科学研究所
女性未来研究所
学修・教育開発センター
国際交流センター
生涯学習センター
臨床相談センター
ヒューマンライフ支援センター
かせい森のクリニック
地域連携推進センター

大　　　学
　大学院
　　人間生活学総合研究科
　家政学部
　　児童学科
　　児童教育学科
　　栄養学科
　　服飾美術学科
　　環境教育学科
　　造形表現学科
　人文学部
　　英語コミュニケーション学科
　　心理カウンセリング学科
　　教育福祉学科
　看護学部
　　看護学科
　子ども学部
　　子ども支援学科
短期大学部
　　保育科
　　栄養科

附属女子高等学校
附属女子中学校
附属みどりケ丘幼稚園
ナースリールーム
かせい森のおうち

教育・研究支援課
学生支援課
大学院事務室
e-kasei 推進室

総務課
学務課
総務課
人事課
経理課
管財課

評議員会

理 事 会

監　　事

ラウンジ

8号館１階
学修・教育開発センター

生涯学習
センター
講師室

生涯学習
センター
準備室

生涯学習
センター

エントランス
ホール

EV 多目的
WC

正門板橋門

十条門

2014年５月発行　　編集&発行：東京家政大学　東京家政大学短期大学部　学修・教育開発センター
DTP：東京家政大学　ヒューマンライフ支援センター　坂本理恵
〒173 - 8602  東京都板橋区加賀1-18 -1　TEL：03 - 3961- 0284　http: //www.tokyo-kasei.ac.jp

FD/IR関連資料、貸出できます！　次号以降で！

◆ 学修・教育開発センターとFD 委員会の業務対照表

◆ 組織図

◆ MAP


